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研究の背景及び目的

鼻腔には脳と繋がる嗅神経領域があり、経鼻投与した薬物は脳へ直接送達さ
れます。薬物送達が難しい脳へ効率的に運べる唯一の投与経路であるため、
鼻-脳薬物送達法は注目されています。
中枢系疾患は患者数急増の一方、根治的治療薬が少なく、医薬品ニーズが高
い疾患です。そこで、中枢系疾患に対する新規治療薬の開発のため、鼻-
脳薬物送達法の有用性を検証しています。

期待される効果・応用分野

・低分子に限らず、中分子、高分子など多様な医薬モダリティに適用可能です。
・ペプチド創薬、抗体医薬、細胞治療など様々な治療への応用が期待できます。
・アルツハイマー型認知症やパーキンソン病などの神経変性疾患や精神神経疾患などの中枢系疾
患に対する治療薬の新規開発が期待できます。

■ 共同研究・特許など
鼻-脳薬物送達の評価手法の提供、鼻-脳薬物送達の定量評価および移行性予測に関する解析、経
鼻適用製剤の開発および製剤評価等の対応が可能です。
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